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㈱
イ
ワ
ハ
シ
エ
キ
ス
プ
レ
ス

は
︑
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
建
設
資
材
や
内
装
材
︑
そ

の
他
土
木
資
材
︑
高
圧
受
電

設
備
﹁
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
﹂
な

ど
の
精
密
機
械
を
輸
送
し
て

い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
令
和
７
年
に

自
動
点
呼
機
器
を
導
入
す
る

以
前
は
対
面
点
呼
を
実
施
し

て
い
た
︒
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
基
本
的
に
︑
月
曜
~
土

曜
の
朝
５
時
~
６
時
に
営
業

所
を
出
発
し
︑
夕
方
４
時
~

５
時
ご
ろ
に
戻
っ
て
く
る
︒

業
務
前
・
業
務
後
点
呼
の
時

間
帯
が
あ
る
程
度
集
中
し
て

い
た
た
め
︑
対
面
点
呼
で
も

対
応
し
や
す
い
状
況
で
は
あ

っ
た
︒
一
方
で
︑
輸
送
先
で

の
荷
卸
し
待
ち
や
道
路
の
渋

滞
に
よ
っ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
営
業
所
に
戻
る
時
間
が
遅

く
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
運
行
管
理
者
等

が
夜
遅
く
ま
で
待
機
を
余
儀

な
く
さ
れ
︑
労
働
時
間
が
長

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
課

　

自
動
点
呼
機
器
導
入
後
︑

ま
ず
業
務
後
点
呼
に
つ
い
て
︑

対
面
点
呼
か
ら
自
動
点
呼
に

切
り
替
え
た
︒

　

対
面
点
呼
か
ら
自
動
点
呼

へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
︑
実

際
に
自
動
点
呼
機
器
の
操
作

を
行
う
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
習

熟
が
課
題
と
な
っ
た
︒
導
入

前
に
︑
点
呼
機
器
メ
ー
カ
ー

解
禁
と
な
っ
た
︒
自
動
点
呼

機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
︑

運
行
管
理
の
高
度
化
に
よ
る

安
全
性
向
上
と
運
行
管
理
者

等
の
働
き
方
改
革
の
両
立
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
︑
同

社
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
や
神
奈
川

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）

か
ら
︑
自
動
点
呼
機

器
導
入
へ
の
助
成
制

度
に
関
す
る
情
報
収

集
を
進
め
︑
同
助
成

事
業
の
活
用
を
決
め

た
︒

　

同
社
は
安
全
性
優

良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
同
助
成
事
業

を
活
用
し
て
自
動
点

呼
機
器
２
台
分
の
導

入
費
用
の
補
助
を
受
け
た
︒

同
助
成
事
業
の
活
用
を
機

に
︑
同
社
の
７
営
業
所
（
現

在
は
６
営
業
所
）
す
べ
て
に

自
動
点
呼
機
器
を
導
入
し
た
︒

が
深
夜
に
な
っ
た
場
合
で
も

運
行
管
理
者
等
は
待
機
せ
ず

に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑

労
働
時
間
削
減
が
実
現
し

た
︒
ま
た
︑
自
動
点
呼
機
器

を
導
入
し
た
こ
と
で
︑
点
呼

時
の
確
認
漏
れ
や
点
呼
記
録

簿
の
記
載
ミ
ス
が
な
く
な
り
︑

点
呼
の
正
確
性
が
向
上
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
運
行
管
理

者
等
の
双
方
が
業
務
後
自
動

点
呼
に
十
分
慣
れ
た
段
階

で
︑
同
社
で
は
業
務
前
点
呼

に
つ
い
て
も
自
動
点
呼
機
器

に
よ
る
点
呼
に
切
り
替
え

た
︒
な
お
︑
同
社
で
は
業
務

前
・
業
務
後
と
も
︑
点
呼
を

行
う
時
間
帯
が
あ
る
程
度
集

中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
そ

の
時
間
帯
か
ら
外
れ
る
早
朝

や
深
夜
を
除
き
︑
基
本
的
に

は
運
行
管
理
者
等
が
点
呼
に

立
ち
会
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

題
だ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
は
若
手
の
従

業
員
に
運
行
管
理
者
資
格
を

取
得
さ
せ
る
な
ど
︑
運
行
管

理
体
制
の
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
も
の
の
︑
人
員
的

に
は
余
裕
が
な
い
状
況
だ
っ

た
と
い
う
︒

　

こ
う
し
た
中
︑
５
年
に
業

務
後
自
動
点
呼
が
︑
ま
た
７

年
に
は
業
務
前
自
動
点
呼
が

と
連
携
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を

対
象
と
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
が
自
動
点
呼
機
器
の
操

作
に
慣
れ
た
段
階
で
自
動
点

呼
へ
移
行
し
た
︒

　

一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

や
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
調
確

認
も
課
題
と
な
っ
た
︒
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
︑
管

理
者
等
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
声
が
け
し
た
り
︑
点
呼

の
実
施
結
果
を
十
分
に
確
認

す
る
な
ど
︑
適
切
な
対
応
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

業
務
後
点
呼
を
対
面
点
呼

か
ら
自
動
点
呼
に
切
り
替
え

た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

営
業
所
に
戻
っ
て
く
る
時
間

　
﹁
点
呼
の
際
の
運
行
管
理

者
等
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
っ
て
︑

今
で
は
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
自
動

点
呼
機
器
を
操
作
し
て
点
呼

を
行
っ
て
い
ま
す
︒
自
動
点

呼
機
器
の
導
入
は
︑
想
像
以

上
に
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
と
感

じ
て
い
ま
す
﹂（
岩
橋
史
弥

取
締
役
副
社
長
）

　

岩
橋
副
社
長
に
自
動
点
呼

機
器
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
伺
う
と
︑﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
守
り
な
が
ら
省
力
化

に
繋
が
り
︑
運
送
事
業
者
に

と
っ
て
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
﹂
と
語
っ
た
︒

　
﹁
自
動
点
呼
機
器
を
導
入

し
︑
点
呼
記
録
の
デ
ー
タ
を

ク
ラ
ウ
ド
上
で
保
存
し
た
こ

と
で
︑
過
去
の
情
報
を
素
早

く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

�×�ˆ�:�z�;�+�‹�Ö�›�è�a�o�×�ˆ�:�z�;�+�‹�Ö�›�è�a�o

�á�æ���g	��s�w�À�¿
Û�r�0�n�q�:�z�w�¬�î
Q�²	Í�›�q�‹�t�î�q�á�æ���g	��s�w�À�¿
Û�r�0�n�q�:�z�w�¬�î
Q�²	Í�›�q�‹�t�î�q

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
令
和
８
年

度
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
各
種
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
安
全
確
保
の
根
幹
を
成

す
運
行
管
理
に
つ
い
て
︑安
全
性
の
向
上
︑

労
働
環
境
の
改
善
に
資
す
る
た
め
︑
会
員

事
業
者
が
（
業
務
前
・
業
務
後
）
自
動
点

呼
機
器
を
導
入
す
る
場
合
に
導
入
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
﹁
自
動
点
呼
機
器
導
入

促
進
助
成
事
業
﹂（
別
掲
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
同
助
成
事
業
を
活
用
し
て
自

動
点
呼
機
器
を
導
入
し
た
︑
神
奈
川
県
横

浜
市
の
㈱
イ
ワ
ハ
シ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
岩

橋
雅
一
代
表
取
締
役
）
を
紹
介
し
ま
す
︒

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
さ
ら

に
︑
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
っ
て
︑

運
転
者
台
帳
や
担
当
車
両
の

車
検
証
な
ど
の
様
々
な
デ
ー

　

同
社
で
は
︑
自
動
点
呼
機

器
の
導
入
に
留
ま
ら
ず
︑
ク

ラ
ウ
ド
型
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（Virtual Private 

Network

:
仮
想
専
用
通

信
網
）
化
な
ど
を
通
じ
て
︑

Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
を
段
階

的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
の
取
引
先
に
は
大

手
企
業
が
多
い
こ
と
も
あ

り
︑
運
送
事
業
者
と
荷
主
企

業
が
足
並
み
を
揃
え
て
物
流

の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
は
︑
取
引
先
と
同

じ
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
︑
取
引
先
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応

タ
を
一
元
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
る
な
ど
︑
管
理
面
で
も

大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
﹂

（
同
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
中

小
運
送
事
業
者
が
今
後
も
生

き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
︑

Ｄ
Ｘ
化
は
避
け
て
通
れ
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
が
︑
中
小

運
送
事
業
者
が
Ｄ
Ｘ
化
を
進

め
る
上
で
は
導
入
費
用
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
︒
当
社
で

も
︑
同
助
成
事
業
を
活
用
で

き
た
か
ら
こ
そ
︑
自
動
点
呼

機
器
を
導
入
し
︑
Ｄ
Ｘ
化
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
︒
ま

だ
同
助
成
事
業
を
活
用
し
た

こ
と
の
な
い
中
小
運
送
事
業

者
の
皆
様
に
は
︑
ぜ
ひ
と
も

同
助
成
事
業
を
積
極
的
に
活

用
し
︑
自
社
の
生
き
残
り
を

か
け
て
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

岩橋　史弥
取締役副社長
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株
式
会
社
イ
ワ
ハ
シ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　自動点呼（業務前・業務後）とは、国土交通省の認定を受けた機器・システ
ム（自動点呼機器）を用いて、運行管理者等が作成した点呼予定に基づいて、
運転者等が運行管理者等の立ち合いなしに点呼を実施するものである。
　全日本トラック協会では、自動点呼機器の導入費用の一部を助成する「自動
点呼機器導入促進助成事業」を行っている。
　助成対象となるのは、対象となる自動点呼機器の導入費用（周辺機器、セッ
トアップ費用および契約期間中のサービス利用料を含む）で、上限は10万円。
令和８年度内の申請台数は、各協会１事業者当たり１台分を上限としているが、
所属する協会の域内に安全性優良事業所（Gマーク事業所）を
有する事業者は２台分（上限 20万円）としている。
　事業の詳細は、全ト協ホームページ�¢�Ë�Í�i�¯�”�Å�£ を参照。
また、申し込みや申請期間等の詳細については、所属の各都道
府県トラック協会に問い合わせのこと。

「自動点呼機器導入促進助成事業」を活用して「自動点呼機器導入促進助成事業」を活用して
自動点呼への移行を進めましょう！自動点呼への移行を進めましょう！

全ト協
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自
動
点
呼
機
器
に
接
続
さ
れ
た
血
圧

計
で
血
圧
を
測
定
。業
務
前
自
動
点
呼

で
は
血
圧
と
体
温
の
測
定
が
必
須

血
圧
計
や
体
温
計
（
写
真
㊧
）、
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
（
写
真
㊨
）
を
自
動
点

呼
機
器
と
連
動
さ
せ
、自
動
点
呼
を
実

施
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た

日
々
の
体
温
や
血
圧
測
定
デ
ー
タ
な

ど
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
保
存
さ
れ
る

ア
ル
コ
ー
ル
測
定
で
は
な
り
す
ま
し

防
止
の
た
め
に
、
実
施
者
を
カ
メ
ラ

（
矢
印
）
で
撮
影
す
る

同
社
で
は
点
呼
以
外
に
も
ク
ラ
ウ
ド
型
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
を
段
階
的
に

進
め
て
い
る

自
動
点
呼
機
器
の
画
面
に
表
示
さ
れ

た
運
行
管
理
者
か
ら
の
指
示
内
容
を
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
確
認
す
る

同社が全ト協の助成事業を活用して導入した自動点呼機器。令和7年に解禁となった業務前
自動点呼にも対応している
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（第3種郵便物認可）（7） 令和8年（2026年）5月15日 第2279号

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
2
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、非常電話で電話をしている人や故
障車に目がいきがちです。しかし、そこに注意が集
中すると事故の危険があります。前方では、追越車
線を走行していた車が自車の前に車線変更しよう
としており、故障車の周辺を漫然と眺めていると、
車線変更してきた車への対応が遅れて衝突する危
険があります。故障車や風景など、走行中に目を引
くものを見つけた時でも、注視せずに周囲の様子
を常に確認するよう習慣付けておきましょう。

②ハンドルを切りながら急ブレーキをかけると、車両
は不安定な状態となります。急ハンドルや急ブレー
キといった「急」のつく運転操作は重大事故に繋が
ります。「急」のつく運転操作をしないですむよう、わ
き見運転はしない、車間距離を確保する、適切なス
ピードで運転するといった、一般のドライバーの見
本となるような運転を徹底してください。

③高速道路で、人と車両が衝突する事故が後を絶ち
ません。この場面でも、非常電話で通話している人
が路側帯の外側にいるからといっても油断は禁物
です。同乗者が本線に出てくることも考えられます。
行楽シーズンに入るこれからは、故障で路肩に停
止する車も多くなることが予想され、より注意する
必要があります。高速道路で故障車などの停止して

①車線変更してきた車に衝突する危険がありま
す（図１）。
②衝突を避けようと急ハンドルを切ったところ、
バランスを崩して中央分離帯に衝突する危険
があります（図2）。
③故障車両の影から出てきた歩行者と衝突する
危険があります（図3）。

　あなたは、高速道路を走行していま
す。左前方には故障車があり、そばの非
常電話で話している人がいます。この
場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

図１

図２

図３

いる車両を見つけた時は、そのそばに人が
いることを予測しておきましょう。そして、通過
する際は速度を落とすとともに、細心の注意
を払って慎重に運転してください。

中央分離帯

故障車だ！

中央分離帯

急ハンドル
急ブレーキ

中央分離帯

なぜ人が……

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】	 令和8年6月15日㈪（当日消印有効）

【宛て先】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 広報部

【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、6月15日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※�ご記載いただいた個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協
会 個人情報保護方針」に準じます。
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図１　車両規模別 経常損益率の推移
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表　貨物運送事業の営業収益・営業損益率の推移（1者平均）

区分
営業収益（千円） 営業損益率（％）

令和 4年度 5年度 6年度 4年度 5年度 6年度

全体
（4.4） （4.0） （8.0）

0.0 0.6 1.0
253,830 264,007 285,215

車
両
規
模
別

〜10台
（1.7） （3.2） （4.0）

▲ 3.6 ▲ 2.9 ▲ 2.3
62,093 64,081 66,659

11〜20台
（0.8） （3.2） （2.6）

▲ 1.2 ▲ 0.6 0.1
159,659 164,840 169,053

21〜50台
（▲ 0.6） （2.7） （2.3）

0.0 0.4 0.9
350,416 360,009 368,342

51〜100台
（2.8） （2.5） （4.2）

1.2 1.8 2.1
695,837 713,398 743,637

101台以上
（▲ 0.0） （3.9） （7.3）

2.1 2.3 2.3
1,576,169 1,638,074 1,757,489

※営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス
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「経営分析報告書」令和６年度決算版を取りまとめ「経営分析報告書」令和６年度決算版を取りまとめ全ト協

緩やかな価格転嫁の進展を反映して緩やかな価格転嫁の進展を反映して
営業損益・経常損益ともに回復傾向に営業損益・経常損益ともに回復傾向に
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで2.9％の燃費向上、車両故障件数20.8％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2024年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

関東運輸局13：30～15：30６月24日（水）
一般社団法人 千葉県トラック協会

３階　大研修室
千葉県千葉市美浜区新港 212-10

トラック
バス、タクシー

関東運輸局6月8日（月） 13：30～15：30トラック
バス、タクシー

一般社団法人 栃木県トラック協会　
本館　研修室（２階）

栃木県宇都宮市八千代 1-5-12

近畿運輸局13：30～15：306月16日（火）トラック
バス、タクシー

一般社団法人 京都府トラック協会　
研修センター研修室（３階）

京都府京都市伏見区竹田向代町 48-3

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国22か所のトラックステーション（TS）は全国22か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国22か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

❶
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❹

❺
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❼
❽

❾

11

1213
14

10

171819
15
1622

20
21

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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子
が
タ
ッ
グ
を
組

み
︑
人
が
密
集
し
て
い
な
い
場
所
を
選
び

な
が
ら
︑
泥
の
中
か
ら
ア
サ
リ
を
見
つ
け

る
た
び
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
︒
▼
干

潮
の
わ
ず
か
な
時
間
に
熊
手
で
泥
を
掻

き
出
し
︑﹁
海
の
宝
﹂
を
探
し
当
て
る
作

業
は
︑
ま
る
で
未
知
へ
の
冒
険
の
よ
う
で

し
た
︒
し
か
し
︑
時
間
を
忘
れ
て
夢
中
に

な
り
過
ぎ
る
と
︑
満
潮
が
迫
っ
た
瞬
間
︑

穏
や
か
な
海
岸
は
突
如
と
し
て
牙
を
剥

き
ま
す
︒
潮
の
流
れ
は
非
常
に
速
く
︑
大

の
大
人
で
さ
え
そ
の
強
い
力
に
抗
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
▼
思
い
出
す
の
は
︑

高
校
生
の
時
に
友
人
３
人
と
浜
松
町
の

竹
芝
桟
橋
か
ら
船
で
７
時
間
か
け
て
訪

れ
た
︑
伊
豆
七
島
・
神
津
島
で
の
出
来
事

で
す
︒
多
少
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
っ
た
私

は
︑
島
内
の
多
幸
湾
の
浜
辺
か
ら
１
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
沖
に
あ
る
丸
島
ま
で
︑
ゆ

っ
く
り
と
泳
い
で
行
き
ま
し
た
︒
丸
島
で

心
地
よ
い
潮
風
に
身
を
休
め
︑
し
ば
ら
く

し
て
浜
辺
へ
戻
ろ
う
と
泳
ぎ
始
め
た
と

こ
ろ
︑
押
し
戻
す
波
に
阻
ま
れ
︑
一
向
に

前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
い
わ
ゆ

る
沖
へ
向
か
う
強
い
流
れ
﹁
離
岸
流
﹂
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
︒
▼
秒

速
10
メ
ー
ト
ル
前
後
と
も
言
わ
れ
る
そ

の
波
の
打
ち
返
し
に
︑
に
っ
ち
も
さ
っ
ち

も
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
︒
そ
う
こ
う
す

る
う
ち
に
右
足
が
つ
り
︑
さ
ら
に
海
中
か

ら
得
体
の
知
れ
な
い
誰
か
に
左
足
を
引

っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
襲
わ

れ
︑
半
ば
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
り
ま
し

た
︒
瞬
間
︑
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
こ
の
ま

ま
で
は
﹁
お
ぼ
れ
る
﹂
と
い
う
４
文
字
で

し
た
︒
▼
そ
の
時
︑
ふ
と
﹁
波
に
逆
ら
わ

ず
︑
岸
に
対
し
て
斜
め
45
度
に
泳
ぐ
﹂
と

い
う
緊
急
回
避
行
動
を
思
い
出
し
ま
し

た
︒
焦
ら
ず
︑ゆ
っ
く
り
︑ゆ
っ
く
り
と
︒

結
果
的
に
︑
行
き
の
３
倍
の
時
間
を
か
け

て
よ
う
や
く
浜
辺
に
辿
り
着
い
た
時
に

は
︑
心
身
と
も
に
ぐ
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
︒
海
を
︑
川
を
︑
決
し
て
甘
く
見
て
は

い
け
な
い
と
︑
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
︒

▼
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
海
の
美
味

な
る
幸
は
︑
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
購
入
で

き
ま
す
︒
過
日
︑
震
災
・
戦
災
を
逃
れ
︑

今
も
古
き
良
き
情
緒
が
残
る
都
内
の
佃

島
を
訪
れ
ま
し
た
︒
こ
こ
で
は
貝
類
を
は

じ
め
多
種
の
具
材
が
﹁
佃
煮
﹂
と
し
て
昔

な
が
ら
の
製
法
で
作
ら
れ
︑
一
品
一
品
が

美
味
で
︑
ご
飯
の
友
に
も
酒
の
肴
に
も
な

る
絶
品
で
す
︒
▼
遠
い
昔
︑
神
津
島
に
行

っ
て
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
仲
間
の
う
ち
２

人
は
︑
長
患
い
の
病
︑
不
慮
の
事
故
で
残

念
な
が
ら
鬼
籍
に
入
り
ま
し
た
︒
そ
れ
ぞ

れ
が
限
ら
れ
た
人
生
に
﹁
進
取
果
敢
﹂
に

挑
ん
だ
時
代
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
︒
彼
ら
は
今
ご
ろ
︑
遥
か
雲
の
上
で

佃
煮
を
肴
に
乾
杯
し
︑
四
方
山
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒
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送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
ず
に
運
行
を

行
う
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転

す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
生
命
や
身
体
が
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
同

目
安
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
︑
荷
主
に
対
し
て
同
目
安

の
周
知
な
ど
の
対
応
を
事
前

に
図
る
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
表

１
に
従
っ
て
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
安

全
な
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で

　

表
１
は
︑
国
交
省
が
通
達

と
し
て
定
め
て
い
る
﹁
異
常

気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目

安
﹂
で
あ
る
︒

　

大
雨
の
際
に
は
︑
１
時
間

当
た
り
の
降
水
量
が
50
㍉
㍍

を
超
え
る
と
車
の
運
転
が
危

険
で
あ
る
た
め
︑
同
目
安
で

は
﹁
輸
送
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
﹂
と
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
台
風
な
ど
の
暴
風
の

際
に
は
︑
風
速
30
㍍
を
超
え

る
と
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る

危
険
が
あ
る
た
め
︑
同
目
安

で
は
﹁
輸
送
す
る
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
﹂
と
し
て
い
る
︒

　

異
常
気
象
時
の
中
で
︑
輸

き
な
い
状
況
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
荷
主
に
輸
送
を

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の﹁
荷

主
等
の
違
反
原
因
行
為
の
通

報
窓
口
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）

や
︑
最
寄
り
の
地
方
運
輸
局

・
運
輸
支
局
に
そ
の
旨
を
通

報
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

報
が
﹁
危
険
警
報
﹂
と
し
て

発
表
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
線
状

降
水
帯
の
発
生
な
ど
極
端
な

現
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
︑

﹁
気
象
防
災
速
報
﹂
が
発
表

さ
れ
る
（
例
:
顕
著
な
大

雨
に
関
す
る
気
象
情
報
↓

　

警
報
・
注
意
報
や
気
象
防

災
速
報
は
︑
テ
レ
ビ
︑
ラ
ジ

オ
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︑
防

災
ア
プ
リ
︑
自
治
体
の
防
災

無
線
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る

た
め
︑
あ
ら
か
じ
め
情
報
入

　

気
象
庁
で
は
５
月
29
日
㈮

か
ら
︑﹁
新
た
な
防
災
気
象

情
報
﹂の
運
用
を
開
始
す
る
︒

　

防
災
気
象
情
報
は
︑
避
難

情
報
の
発
令
や
自
主
避
難
の

参
考
と
な
る
﹁
警
戒
レ
ベ
ル

相
当
情
報
﹂
と
い
う
位
置
付

け
で
あ
る
が
︑
警
戒
レ
ベ
ル

と
の
関
係
が
分
か
り
づ
ら
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
︑
５
月
29
日
以
降
は
防

災
気
象
情
報
（
河
川
氾
濫
︑

大
雨
︑
土
砂
災
害
︑
高
潮
）

を
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で

発
表
︒
対
象
災
害
ご
と
の
情

報
と
し
て
整
理
す
る
と
と
も

に
︑
レ
ベ
ル
４
相
当
の
情
報

と
し
て
﹁
危
険
警
報
﹂
を
新

設
す
る
︒
ま
た
︑
情
報
名
称

そ
の
も
の
に
レ
ベ
ル
の
数
字

を
付
け
て
発
表
す
る
︒

　

新
し
い
防
災
気
象
情
報
の

情
報
体
系
と
そ
の
名
称
は
︑

表
２
の
通
り
︒
新
し
い
防
災

気
象
情
報
で
は
︑
危
険
な
場

所
か
ら
避
難
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
レ
ベ
ル
４
相
当
の
情

﹁
気
象
防
災
速
報
（
線
状
降

水
帯
発
生
）﹂︑
記
録
的
短
時

間
大
雨
情
報
↓
﹁
気
象
防
災

速
報
（
記
録
的
短
時
間
大

雨
）﹂）︒

　

新
し
い
防
災
気
象
情
報
の

時
間
推
移
の
イ
メ
ー
ジ
は
図

手
手
段
を
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
︒

　

警
報
等
の
情
報
が
発
表
さ

れ
た
際
に
は
︑
危
険
度
を
地

図
上
に
示
し
た﹁
キ
キ
ク
ル
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）
や
︑

今
後
の
危
険
度
の
推
移
を
示

し
た
﹁
時
系
列
情
報
﹂（
明

日
ま
で
の
警
報
等
の
見
通
し
）

な
ど
を
︑
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
③
）

で
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
︒

の
通
り
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
警
戒
レ
ベ
ル
相
当

情
報
（
河
川
氾
濫
︑
大
雨
︑

土
砂
災
害
︑
高
潮
）
以
外
の

特
別
警
報
・
警
報
・
注
意
報

に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
（
表
３
）︒

　

気
象
庁
で
は
︑
情
報
名
称

等
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か

ら
︑
防
災
計
画
等
の
点
検
や

見
直
し
を
行
う
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

近
年
︑
多
く
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が

発
生
す
る
風
水
害
が
各
地
で
多
発
し
て
い

る
︒
こ
う
し
た
異
常
気
象
時
に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
下
で
荷
主

に
輸
送
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
横
転
す
る
等
の
事
故
も
発
生
し

て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
通
達
﹁
異
常
気
象

時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
﹂（
表
１
）
を

定
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

気
象
情
報
を
基
に
運
行
可
否
を
判
断
す
る

と
と
も
に
︑
異
常
気
象
時
に
は
運
行
中
止

の
検
討
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
通
達
﹁
異
常
気
象
時
に
お

け
る
措
置
の
目
安
﹂
に
つ
い
て
紹
介
す
る

ほ
か
︑
今
年
５
月
29
日
か
ら
運
用
が
開
始

さ
れ
る
﹁
新
た
な
防
災
気
象
情
報
﹂
に
つ

い
て
取
り
上
げ
る
︒

1 

「
異
常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
」
と
は
？

気
象
情
報
を
基
に
運
行
可
否
を
判
断

運
行
を
強
要
さ
れ
た
際
に
は
国
交
省
窓
口
等
に
通
報
を

2 

「
新
た
な
防
災
気
象
情
報
」
と
は
？

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
レ
ベ
ル
で
判
断

「
レ
ベ
ル
４
危
険
警
報
」
で
全
員
避
難
を
！

3 

気
象
に
関
す
る
情
報
は
ど
う
受
け
取
る
？

危
険
度
を
地
図
上
に
示
し
た
「
キ
キ
ク
ル
」
な
ど

あ
ら
か
じ
め
情
報
入
手
手
段
の
確
認
を

表 2

表 3

表１

図

二次元コード①
「荷主等の違反原因
行為の通報窓口」

二次元コード②
「キキクル」

二次元コード③
気象庁ホームページ

防災気象情報を適切に入手し　異常気象時下の事故を未然に防ぐ防災気象情報を適切に入手し　異常気象時下の事故を未然に防ぐ
異常気象時への備えを徹底しましょう異常気象時への備えを徹底しましょう

５
月
29
日
か
ら
「
新
た
な
防
災
気
象
情
報
」
運
用
開
始

情
報
名
称
等
変
更
の
た
め
防
災
計
画
等
の
点
検
・
見
直
し
を


